
                           （令和 3年 5月 24 日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（実践編）＞ 

 （ 輸入物価指数（２）） 

  

4 月の日本の企業物価指数は 17 日、消費者物価指数は 21 日に発表されました。前回の

「消費者物価指数への価格波及を考える際には、国内企業物価指数と輸入物価指数を合わ

せて観察する」に基づき、下記の表に物価指数の動きをまとめましたが、輸入物価指数、企

業物価指数が 3月、4月には対前年同期比で上昇しているのに、消費者物価指数は（生鮮食

料品を除く総合）は、相変わらず鈍い動き。米国がインフレを懸念している状況の中、日本

は、相変わらず物価が期待した程は上昇しない動きとなっています。 

 

 

 

4月の輸入物価指数は石油・石炭・天然ガス、金属・同製品などが上昇、素原材料、中間

財の上昇が目立ち、この先の価格波及に留意です。もっとも、日本の消費者物価指数は、狭

いレンジ内の動きが続いており。2016 年以降の生鮮食料品を除く総合指数・対前月比のレ

ンジは、マイナス 0.6からプラス 0.8％に止まっています。ちなみに同期間における対前年

月期比をみるとマイナス 1.0％からプラス 1.0のレンジ。こちらも、いい構造変化となって

欲しいものです。 

                                 （了）                          


